
令 和 5年 度 沖 縄 県青 少 年 交 流 体 験 事 業

主催 :(公社)沖縄県青少年育成県民会議

共催 :沖     縄     県
沖 縄 県 教 育 委 員 会

令和5年度沖縄県青少年フレンドシップイン九州団員募集要項

事業の概要

次代を担う青少年同士の交流・体験活動を通して友情や生きる力を育むとともに、規律ある共同生活を通

して自主性及び協調性を養う事を目的に、「,中 縄県青少年フレンドシップイン九州」を実施する。

1 日 程  令和5年 7月 29日 (土)～8月 2日 (水)(4泊 5日 )          、'1
2.目 的地  熊本県・福岡県                        '
3 参加人員及び団体構成
① 参加人員 196人
(内訳)・ 一般団員 県内に在住する小学5・ 6年生         140人

県内に在住する中学生(副班長)        20人
・班 長 県内に在住する高校生             20人
・役 職 員 団長1人、総務兼事務局長1人、事務局職員14人 (内看護師3名 )

② 団 構 成 20班〔1班9人 =小学生7人、中学生(冨U班長)1人、高校生(班長)1人で編成する〕

4活動内容
① 事前研修

② 本研修日程(予定)

国立阿蘇青少年

交流の家(4泊 )

万

研修のまとめ

岡空港～那覇空 解団式

③ 事後研修

地  区 日 時 活動内容 場  所 その他

沖縄本島地区

宿泊研修

/月 Z日 (」し,
10:00～
7月 3日 (日 )
13:00

事業概要説明、団員の心得、レクリエ

ーション、体験学習準備、郷上の歴

史・文化についての学習

県立

石川青少年の家 研修会会場
までは保護者で
送迎する八重山・

宮古地区
7月 3日 (日 )
9:00～ 12:00 【オンライン(ZOOM)で沖縄本島地区

研修とつなぐ】
自宅もしくは会場

月  日 交通機関 活動内容 宿  泊

1日 目
7月 29日 (上 )

航堅機
バ  ス 結団式 刀[覇空港～福岡空港

2日 目
7月 30日 (日 )

徒 歩
バ  ス

目然 l不嵌 (登Шその他 ,
キャンドルのつどい

3日 目
7月 31日 (月 )

徒 歩
バ  ス

4 日 目
8月 1日 (火 )

徒 歩

5日 目
8月 2日 (水 )

バ  ス

航空機

月  日 活動内容 場  所 その他

10月 14日 (上 )
13:00～ 17:00

本研修のまとめ学習(班ごとにレポートを作成し事業の目的と

自身の成長を確認する)

報告書の配布

県立石川青少年の家
研修会会場までは
保護者で送迎する

※活動内容は都合により変更する場合があります。



☆ 令和元年度 沖縄県青少年フレンドシップイン九州参加団員感想文 ☆

『フレンドシップイン九州に参加して』 小学 6年  (男子)

私は、事前研修ではどんな人といっしょになるのか、友達はできるかドキドキしていました。しかし、事前研修

ではたくさんの優しい友達ができました。私が、特に本研修で楽しかつたのは山登りと交流会でした。山登りでは

絶景を見ながら歩けたのでとてもきれいでした。また、息が切れたり疲れたりしてとても苦労しました。しかし頑

張つたおかげでとてもスッキリしてきれいな景色を見れました。そして頑張つたおか|ザか、とても天気が良くより

キレイに見えました。交流会では少ししか友達ができなかったけれど、熊本の人達にとても歓迎されて、私達の

ことをとても大切に思つてくれてとてもうれしかったです。また、熊本の友達は声もはっきりしハキハキと大きな声

でしゃべれていたので、その部分はまねしてみたいなと思いしました。

それから交流会で一番楽しかったのはレクゲームです。レクをしてワクワクしたのではずかしさがすっ飛び楽しく

交流ができ、またレクで友情が深まり話しやすくなりました。少し下ネタも言つてしまいましたが楽しぬ、つたです。

私が本研修で学んだことは、団結して行動することがでるようになったことです。例えば、山登りで班員同志は

げまし合つたり、号車発表会でみんな笑い合つたりしました。他には友達づくりです。いろいろな人に話しかけれ

るようになりました。みんなで団結することで、親が居なくてもつかれてもはげまし合い乗り越えることができると

わかりました。次、このような研修のチャンスがあれば進んで応募したいです。

ヽ

′

『班で作った多くの思い出』中学 3年 (女子)

自分は、このフレンドシップの事前、本研修を通し、10班のメンバーとさまざまな事をし、より多くの事を学ぶこ

とができました。

初めて班のメンバーと会ったときは、コミュニケーション、集団行動が苦手だつたので仲良くなれるかとても心配で

したが、そんなことが嘘のようにすぐに一番仲良しの班になりました。

熊本県の小中学生との交流会、火山と防災学習では、集団で行動できていませんが野外炊飯、号車別発表会

では班一番の団結力で見事大成功に終わり、自分の中でとても印象に残る思い出になりました。

今回は、副班長として参加しましたが、また班との多くの思い出や、楽しいことをしたいので次は、班長としてこの

フレンドシップに参加したいです。 ′

『班長の喜び』高校 3年生 (男子)

このフレンドシップという短い期間の活動の中で、私は班長として大きな喜びを味わう事が出来ました。私の

班は元気すぎて少し手に負えないくらい活発な子が多く、事前研修で初めて出会ったときは本研修でまとめら

れるのかと不安になりました。本研修を迎えると、案の定その不安は現実となり指示を聞いてくれない事やた

め口を使つてくる事が多々あり、自分自身の精神状態も崩れかけていきました。

1日 目は絶望した気持ちで幕を閉じ、二日目の朝に先生から「班員の良いところを見つけなさい」と助言があり

ました。

正直その時の私は、そんなささいな事をしても意味がないと思つていたのです。

しかし、それを実行してみると周りの環境や関係が一気に変わり始めたのです。良いところを見つけることで、そ

の子の個性が分かり対応の仕方が徐々に理解できました。班員の事を分かると班長はとても嬉しく感じるんだ

ということを知り、それは私にとつて残りの研修のモチベーションを上|ずる事につながりました。

私達の班は協力していくつもの活動を乗り越えることができました。

この活動で得た喜びは私生活においてもきっと役に立つものがあるはずです。

それをかみしめて私は、今後そびえ立つ壁にも立ち向かつていきたいと思います。



1ま 応 募 資 格 一般団員の応募資格は次のとおりとする
(1)沖縄県内に在住する小学5年生・6年生及び中学生
(2)心身ともに健康で、規律ある団体生活及び団体行動ができる者
(3)これまでに沖縄県青少年育成県民会議が主催する類似の事業に参加したことがない者

2応募方法及び募集期間日当選発表について
(1)応募方法 下記3つよりご選択ください ※重複での応募は無効とさせていただきます
①QRコード

右のQRコードを読み取り、応募フォームに記入する

②はがき

次ページのFAX用フォームと同様の必要事項を記入し申込先に送付する
③FAX

回 回

応募はこちらから↑

次ページに記入し(公社),中縄県青少年育成県民会議(FAX:098-861-3473)に送信する

(2)当選発表                              )
当選発表は令和 5年 6月 23日 (金 )までに当選された方のみはがきにて通知する

・

(3)応 募は 1人 1回限りとする
(3)応募期間
令和 5年4月 14日 (金 )～令和5年5月 31日 (水 )

(4)申込先 (公社)沖縄県青少年育成県民会議
〒900-O036那覇市西3-11-1沖縄県二重城合同庁舎4階

3選
(1)

(2)

5経
(1)

4内定及び決定
(1)抽選又は、椎薦により選考を経た者を一般団員内定者とし、本人及び推薦者に通知する。
(2)一般団員内定者は、事前研修を良好な成績で終了したときに、正式に一般団員として決定し、
本人に通知する。

(3)正式に一般団員として決定し、参加費を納めた者が参加を辞退しようとするときには、ただちに電話等に
より申し出ること。この場合にすでに納めた参加費を返還する。その際、振込手数料は、辞退者負担とす

る。ただし、令和 5年 6月 30日 (金)以降に辞退を申し出たものには返還しないことがある。

考 一般団員は次のとおり選考する。
抽選による選考142人

応募者多数の場合は抽選により選考する。

抽選による選考は、主催者において応募状況を勘案して第3者の立ち会いのもとに抽選を行う。

推薦による選考

①県内の青少年団体が推薦する者(県子ども会、ボーイスカウト県連盟、ガールスカウト県連盟)

②福祉関係機関・団体が推薦する者

(県内児童養護施設、県母子寡婦福祉連合会、県交通遺児育成会)

費
一般団員 (′よヽ中学生)は、55,000円の参加費用を負担する。(事前研修の青少年の家の宿泊・食事
代・保険料及び本研修の宿泊・食事・交通費などの諸経費を含む)

※離島団員の離島⇔那覇空港間の航空券代は、上記参加費用には含まれておりません

事前研修、本研修、事後研修への参加は、現地集合・解散なので、保護者の責任で送迎する。

事前研修、本研修及び事後研修実施期間中に、台風、地震等の自然災害により生じた宿泊費、

交通費等の超過経費については自己負担とする。

事前研修、本研修及び事後研修の実施期間中に、団員の責任により生じた経費及び怪我、

疲病等に要する経費は自己負担とする。

(2)

(3)

(Z牛 )



6事業の中止
台風その他やむを得ない事情で、事業を中止した場合は、一般回員が払つた負担金の中から、

一般団員のためにすでに支払つた経費を除いて返還する。

フ 旅行傷害保険等
事前研修、本研修及び事後研修会に参加する際に、(公財)スポーツ安全協会のスポーツ安全保険(Al)

に加入する。

また、本研修においては、上記スポーツ安全保険とは別に、国内旅行傷害保険に加入する。  手

8そ
(1)

の 他
一般団員応募申込書は両面コピーして使用してもよい。

9問い合わせ
事業の詳細については、下記までお問い合わせ下さい。              .´
(公 社 )沖 縄県青少年育成県民会議

TEL:098… 861-3463 住所 :〒 900-0036那 覇市西 3-11-1二重城合同庁舎4階

FAX応募フォーム

ふりが
'債

性男1 生年月日

名前 男   女 西暦   年  月   日(  )歳

学校名
学年 年生

住所

T

FAX

TEL Mail

特技・趣味・伝統芸能等

研修での

目標

食 物 ア レル ギ ー ※当選結果に影響はございません

あり なし

※食事の対応が出来かねますので必ずご記入下さい

保護者氏名

送信先  (公社)沖縄県青少年育成県民会議
FAX:098-861-3473


